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皮 膚科領 域におけるSultamicillinの

基礎 的 ・臨床的検討

渡辺 晋 一 ・久木田 淳

東京大学医学部皮膚科学教室

諸種の細菌1生皮 慮感染症 を対 象 として,ABPCと β-Iactamase阻 害剤sulbactam(SBT)を 同

一分子中に含有するsultamicillinの 治療効 果 と病巣分 離菌 に対する薬剤感 受姓 を検討 した。対象患

者数は33例(男19例,女14例,年 齢14～62歳)で,そ の 内訳は毛嚢炎7例,癌8例 、癌腫症3例,膿

痂疹性湿疹2例,伝 染 性膿痂疹1例,化 膿性爪囲炎4例,化 膿性汗腺炎3例,炎 症性粉瘤4例,外 傷

後の二次感染1例 であ った。1日 投与 量はsultamicillinを375mg含 有す る錠剤 を3～6錠 内服 さ

せ,投 与期間は3～28日 であった。その治療 成績は著効16例,有 効15例,や や有効2例,無 効0例 で,

著効 ・有効以上 を有効率 とする と有効率93.9%で あ った。病巣分離菌の内訳は,S.aureus16株,S.

epidermidis 9株,S.pyogenes 2株 で,そ の他 のい くつかの好気性菌,嫌 気性菌 が1株 ずつ分離 され

た。これ ら分離菌に対するMICは 大部分が6.25μg/m1以 下で、ABPCと 比較す る と数段低 い値 を示

すものが多かった。この傾向は β-lactamase産 生菌で特 に顕著であった。また本剤使用に よる自・他

覚的な副作用は認め られず,一 般臨床検査 で もS-GPTで 軽 度の上昇が見られた他 は,本 剤のため と

思われる異常値は認め られなか った。

近年β-ラクタム系抗生剤の進 歩は 目覚 しいが,同 時に

これら薬剤に対す る耐性菌の増加が 目立って いる。 その

理由の一つ として β-lactamaseを 産生す る菌 の増加が

あげられる。

今回米国ファイザー社 で開 発 されたsultamicillinは

ABPCと β-lactamase阻 害剤sulbactam (SBT)を 同一

分子中に含有するmutual prodrugで,β-lactamase産

生菌に対 しても強い抗菌活性 を有す ることが確 認されて

いる1)2)。そこで我々は,種 々の細菌性皮膚感染症 に対 し

sultamicillinを用い,そ の有効性 と安全性 を検討 した。

I.症 例および使用法

昭和57年12月 か ら58年9月 までに東京大学 医学部付

属病院皮膚科 を受診 した患者の うち,毛 嚢炎7例,痴8

例,痴腫症3例,膿 痂疹 陛湿疹2例,伝 染性膿痂疹1例,

化膿性爪囲炎4例,化 劇 生汗腺炎3例,炎 症性粉瘤4例,

外傷後の二次感染1例 の合計33例 につ き治療 を行 った。

但し 妊婦および授乳中の女 性,重 篤 な基礎疾 患 ・合併

症を有する症例および心 ・腎 または肝に高度な障害 を有

する症例は除外 した。

対象患者の性別 は男19例,女14例 で,年 齢 は14～62歳

であった。

治療に用いた錠 剤 は1錠 中 にsultamicillinを375

mg含 有するもので,こ れを1日3～6錠 内服 させ,投 与

期間は3～28日 であった。薬の併用は,本 剤の効果判定

に影響 を及ほす ものはさけ,開 放創が 多い関係上若干の

外用剤 を用いたが,原 則 としてア クリノール棚酸 亜鉛 華

軟膏の貼布 を行い,膿 痂疹性湿疹には,ス テロイ ドの外

用を行 った。

II.効 果 判 定

細菌 性皮膚感染症に対す る抗生物 質の有効性の判定

は,自 ・他覚所昆 臨床検査成績 原因菌の減少ない し

消失 などを考慮 して行われる3もここでは本剤使用3～7

日後にほ とん ど治癒状態にいた り,そ の後再燃のみ られ

ないものを著効,症 状の著 しい改善 をみた ものを有効,

症状の一部に改善 をみた ものをやや有効,上 記の治療 中

全 く改善がみ られなか った場合 を無効 とし,本 治験の効

果 判定は上記の基準 に沿 って総合的に下 された主治医の

判断に よった。

また細菌学的効果は薬剤の投与前後の細菌検索成績 か

ら菌消失,減 少,菌 交代 不変の4段 階で判定 したが,

著効 あるいは治癒 のため菌の分離が不可能 となった もの

は菌消失 とし,他 の ものは不明 とした。

III.治 療 成 績

Table 1,2に 全症例の内訳 と治療成績の まとめ を示 し

た。前記の基準に従って効果判定 された33例 中,著 効16

例,有 効15例,や や有効2例,無 効0で 、 著効 ・有効 を

もって有効率 を算出す ると93.9%(31/33)と なった。

症例1 M. S.32歳,男 性。
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Table 1. Clinical results classified by diagnosis

初診:昭 和58年1月14日 。現病歴は初診4日 前よ り左

耳介後面におでき様皮疹が生 じ,徐 々に増大 し,痛 み を

持 ってきたため当科 を受診 した。現症は左耳介後面に小

豆大の発赤 腫脹する浸潤 性紅色丘疹が存在 し,中 央に

膿栓 を1個 みる(Fig.1)。 自発痛はないが 圧痛 あり。

Sultamicillinを1日6錠 内服 し,内 服6日 後にはFig.

2の如 く完治 した。効果判定:著 効。

IV.副 作 用

本剤の副作用 と思われる自 ・他覚症状の異常 は認めら

れ なかった。 また症例8で 本剤使用後の臨床検査値で軽

度のGOT,GPT,γ-GTPの 上昇がみられたが 本症

例は肝機能異常既往 を有す る症例 で、 本剤 との因果関係

はあ まり強 くない と思われた。その他症例1,4の2例

でS-GPTの 軽度の上昇 が見 られた他は 本剤のため と

思われる検査異常値は認め られなか った(Table3)。

V.病 巣分離菌 と薬剤感受性

病巣 より起炎菌 または病原菌 を分離 しえた ものは30

症例であ り,分 離菌の内訳はS.aureus16株,S.epider-

midis 9株S.pyogenes2株 で,Peptostreptococcus

micros,Peptococcus anaerobius,Corynebac terium

spp., a-Streptococci, Bacillus spp., Pseudomonas

putida, Acinetobacter calcoaceticus, Citrobacter fre-

undii,Hafniaalveiは それ ぞ れ1株 で あ った。この うち

分離 菌 の 消失 が み られ た もの は15例 で1不 明 が18例,菌

交代 現象 の起 こっ た もの1例 で あ った(Table2)。

化学 療 法 学 会標 準 法4,で接 種 菌 量 を108個/mlの 条件

で,sultamicillinとABPCのMICを 測定 した(Table

4)。これ に よ る とsultamicillinの 方 がABPCに 比 し1

～3管 ほ ど低 い値 を示 す ものが 多か っ た
。特 に 皮 膚科 領

域 で分 離 され る頻 度 の 高 いS.aureus16株 とS .epider-

midis9株 に 対 す るsultamicillinとABPCの 感 受 性

分布 をみてみ るとFig.3Fig.4の 如 くなり,sultamicil-

1inの 方がABPCに 比べ抗菌活 性が強いことがわかる。

この傾 向は特に β-lactamase産 生菌で顕著であった。

次いで臨 床分離株の β-lactamase産 生能 をみてみる

と,分 離 されたS.aum516株 中3株(18 .7%)は β-

lactamase産 生 能 を有 して いなか ったが残 りの13株

(81.3%)は 高い β-lactamase産 生能を有し,皮 庸科領

域で分 離 されるS.aurmsの 大部分は β-lactamaseを

有する耐 性菌 であ ることがわか った。また分離されたS.

epidemidis 9株 中3株(33.3%)は 高い β-lactamase

産生能 を有 し,1株(11.1%)娃 低い β-lactamase産

生能があ り,残 りの5株 は(55.6%)は β-lactamase産

生能はなか った。

VI.考 察

ペニシ リン系薬剤は,セ フェム系薬剤 と同様に細菌の

壁合成を阻害することにより溶菌 をおこす殺菌性の強い

抗生物質 といわれている5もまた同時 に壁合成阻害剤であ

るか ら,本 来細胞壁を有 していないヒ トに対 しては最も

毒1生の少 ない薬剤 として,安 全 性の面か らも利点を有す

る薬剤であ る。 そのため,現 在我が国ではかなり頻繁に

用い られている薬剤の一つであ るが そのためかペニシ

リン耐 性菌の増加が大 きな問題 となっている。

皮 膚科領域で分離 され る起 炎菌の 多 くは,S.aurms

で,次 いでS.epidermidisが 多くみられ,両 者で大部分

を占める とされてい る6)。しか し,今 回皮膚感染症より分

離 されたS.aureusは,80%以 上が高い β-lactamase

産生菌で,従 来か らある広域ペニシ リン系薬剤では抗菌

力 を期待で きない。従 って,耐 性ブ ドウ球菌による感染

症 に対 しては もっぱら耐性ブ ドウ球菌用ペニシリンが用

いられて きたが 本薬剤は他の細菌に対しては抗菌力が

あまり強 くなく,ま た感受性 を有す るブ ドウ球菌に対し



VOL. 33 S-2 CHEMOTHERAPY 751

Table 2. Clinical summary of sultamicillin

* Isolated organisms:  Before
/ After
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Table 4. Sensitivity of organisms against sultamicillin and ABPC

*H: High , L: Low

ては他のペニシ リン系薬剤よ り切れあ じが悪い とい う欠

点を有している。そこで広 い抗菌 スペ ク トラム を有 し,

しかもβ-lactamaseを 産生す る耐 性菌に対 して も抗菌

活性を有する薬剤の登場 が切望 されていた。

今回,我 々が使用 したsultamicillinはABPCと い

う広域ペ ニシ リン系薬剤 と β-lactamase阻 害剤 とい う

両者の特徴 を合わせ持 った薬剤で、実際に臨床分離菌の

MIC測 定で,多 くの分離菌 でABPCよ り数段 す ぐれた

抗菌活 性を有 し,臨 床効果 において も93.9%と い う高い

有効率 を示 した。 また安全 性の面か らも有用性の高い薬
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Fig. 1 Case No.1 (before treatment) Fig. 2 Case Nol. (after treatment)

Fig. 3 Sensitivity distribution of S. aureus aginst

sultamicillin and ABPC (16 strains)

Fig. 4 Sensitivity distribution of S. epidermidis

against sultamicillin and ABPC (9 strains)

剤であることが確認 された。

その他 皮 膚科領域でS.aureusに 次 いで分 離 される

ことの多いS.epidermidisは,ま だ β-lactamase産 生

能 を有す る菌は多くはないが,今 後他の起炎菌 と同様 β-

lactamase産 生菌が増加 す る可能 性が あ り,sultami-

cillinの有用性 がます ます高まると思 われる。少な くと

もS.aureusが 分離菌の多 くを占め る皮膚感染症では,

耐性 ブ ドウ球菌用のペニシ リン系薬剤以外のペニ シリン

系薬剤は第一選択薬 とはな り得ず,ま た耐性 プ ドウ球菌

用ペニ シリンは抗菌 スペ ク トラムが狭いこ とか らsult-

amicillinは 皮膚感染症 に対 し,今 後大 いに用い られ る

薬剤の ひとつ と思われ る。
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LABORATORY AND CLINICAL STUDIES OF SULTAMICILLIN

IN DERMATOLOGICAL FIELDS

SHINICHI WATANABE and ATSUSHI KUKITA

Department of Dermatology, Faculty of Medicine, Tokyo University

Sultamicillin, a new antibiotic, was administered to 33 patients with various dermatosis (mainly suppurative

dermatosis): folliculitis (7 cases), furuncle (8 cases), furunclosis (3 cases), eczema impetiginosum (2 cases),

impetigo contagiosa (1 case), bacterial paronychia (4 cases), hydroadenitis suppurativa (3 cases), inflammatory

atheroma (4 cases) and wound infection (1 case). Clinical results obtained were excellent in 16 cases, good in

15 cases, fair in 2 cases and poor in O case. The overall efficacy rate was 93.9%.

No significant side effects were observed clinically, and conventional clinical laboratory tests showed no

abnormalities related to the treatment.


